
チューンド・マス・ダンパー（TMD）
◆TMD制振模型の設計

◆TMD制振模型の制作
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◆TMD制振効果の実験

(2)「せん断型モデル」の固有周期ＴＭ

TM＝0.9sec

柱材1本のｋ＝

模型質量：M＝0.64kg

TM=    

H(=0.5m)

(1)「せん断型モデル」の柱材剛性EI

EI=0.08159 N㎡/本

H=0.5m

Ｐ

δ

柱材：ピアノ線（Φ２㎜）

P=31.33×δ

31.33
1

(3)「振り子」の固有周期ＴＰ

TP=2

同調時(TP=TM)

振り子質量ｍ=M/10

(g=9.8m/s/s)

mg

Ｌ

Ｌ= 0.201m 20㎝

ｍ=0.64㎏/10＝0.064㎏ 60グラム

P(N)

δ(m)

K  =  ４ ×k= 7.83N/m

M =  0.64㎏

〈1〉ピアノ線（柱材4本） 〈2〉柱頭部削孔と削孔部養生 〈3〉振り子フックと柱材取り付け

〈4〉架台柱脚部削孔と削孔部養生 〈5〉架台柱脚部の柱材固定

〈6〉せん断型モデルの確認
〈7〉振り子の設置
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◆TMDの原理とブランコの制動

実験ケース（１）

20cm

m=60g

TP=0.9sec

実験ケース（２）

40cm

m=60g

TP=1.3sec

実験ケース（３）

20cm

m=360g

TP=0.9sec

建屋＝ブランコ
人間＝TMD


